
P h o t o ： 区 主 催 の 居 場 所 づ く り の 様 子

X（旧Tw i t t e r）
新宿区公式X(＠shinjuku_info)にて、
ひきこもりに関する様々な情報発信
をしています。ぜひご覧ください！
➡https://x.com/shinjuku_info

＼SNSで情報発信をしています！／

　私たちの取り組みを知ってほしい！そう思い、試行錯誤のなか新宿区ひきこ

もり総合相談窓口がこの紙面を作成しています。ひきこもる理由は本当に様々

です。様々な生きづらさが複雑に絡み合っており、何から手を付けたらいいの

か分からなくなります。大切なのは、生きづらさがありながらも自分の人生を

どのようにデザインするかだと思います。

　自分の人生を自分らしくデザインできるよう共に模索し、時には整理しなが

ら進めていけたらなと思います。あなたらしい歩みを私たちは応援していま

す。


＊ご相談・お問い合わせ＊

電話：０３－５２７３－３１８４

来所：新宿区役所第二分庁舎(1F)

（〒160-0022　新宿区新宿5-18-21）　　

ただいま　さなぎ中
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・居場所づくりの様子

・チームメンバーで語ってみた
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～ ひ き こ も り 、 生 き づ ら さ を テ ー マ に
お 送 り す る ニ ュ ー ス レ タ ー ～
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　毎月第3日曜日の13時30分から、新宿けやき園で、ひきこもり状態にある方

や、生きづらさを感じている方が安心して過ごせる居場所を開いています。


何かを頑張らなくても大丈夫です。プログラムに参加しても、参加しなくても

構いません。コーヒーを飲みながら静かに過ごすのも、スタッフと少しお喋り

するのも、あなたのペースで選べます。「誰かと同じ場所にいるだけでいいな」

「少し外に出てみようかな」と思えたときには、ぜひ気軽にお越しください。


あたたかいコーヒーを用意して、お待ちしています。

居場所を開いています！

あ な た ら し い 歩 みを応援したい。

　新宿区では、ひきこもり状態にある方や、生きづらさを感じている方が安心して過ごせる居場所を

開いています。1月18日（日）には、油絵修復士の土師先生をお招きし、職業講話と修復体験を実施

しました。土師先生もかつては進路に迷い、美術大学卒業後、絵描きとして活動しながら将来に悩ん

でいた一人でした。そんな中、テレビで修復士という仕事を知り、「自分にもできるかもしれない」

と感じたことが、次の一歩につながったそうです。この話から、知ることが思考を生み、行動へとつ

ながる大切さを実感しました。居場所は、安心できる環境の中で多様な生き方に触れ、「知るきっか

け」を提供する場でもあります。新しいことを知ることが考えるきっかけとなり、その人のこれから

の選択肢を広げていくのだと感じました。



西表

チームメンバーで○○を語ってみた！
 1⾯では、居場所の講師としてお越しいただいた油絵修復⼠の⼟師先⽣を取り上げました。

先⽣の⼈⽣を動かしたきっかけは、偶然⾒ていたテレビ特集だったそうです。思いがけない出

来事が、未来へと続く道を開くこともあるのだと感じさせられました。私たち⾃⾝の歩みを振

り返ってみても、誰かとの出会いや、ふとした出来事が、その後の⾃分を形づくっていること

は少なくありません。

 今回は、チームメンバーそれぞれが⾃⾝のターニングポイントを語っています。どのストー

リーにも、その⼈らしさと⼤切な気づきが詰まっています。ぜひ、近況とあわせてご覧くださ

い。
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焼き芋が好きすぎて、毎⽇1本、多いときは3本⾷べてしまいます。さすがに少し⾷べ過ぎでしょう

か。芋がおいしい季節はうれしいのですが、寒さはやはり苦⼿で、早く温かくなってほしいと願う

今⽇この頃です。2026年が皆さまにとって笑顔あふれる⼀年となりますように。

パキラという観葉植物が好きで、よく買うのですが、ことごとく枯れてしまいます。先⽇も4代⽬

が枯れてしまいました。原因はどうやら気温だったようです。私は室温が10度以下(息が⽩くな

る)にならないと暖房はつけません。パキラは凍死でした。ごめんなさい、パキラちゃん…。 
谷地田

毎⽇冬のオリンピックを観て、テレビの中の⼈達と⼀緒に歓んだり悔しがったりしています。

そんなステキな時間を私にくださっているすべての皆様に「ありがとう」を伝えたいです。

戸田


